
、
--

交
通
安
全
街
頭
指
導



実
遍
安
全
は

ら

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー

の
み
な
さ
ん
、

新
入
学

(園
)
児

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う• • 

高
齢
者
と
子
供
の
事
故
防
止

~ 

受
通
安
全

講
習
会
開
催

凹
月
十
四
日
、
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
今
金
農
協
二
階
会
議
室
に
お
い

て
、
交
通
安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
に
は
、
農
協
職
貝
を
含
め
、
約

五
十
名
が
参
加
し
、
今
金
派
出
所
の

梅
崎
所
長
さ
ん
の
ほ
か
、
二
名
の
講

師
に
よ
る
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

梅
崎
所
長
さ
ん
の
、
事
故
の
発
生

数
、
死
亡
、
傷
害
者
向
具
体
的
な
数

に
、
会
場
内
は
事
故
の
多
さ
に
お
ど

受
通
安
全

車
両
パ
レ
ー
ド

春
町
交
通
安
全
運
動
の
初
日
の
囚

月
六
日
、
今
金
町
交
通
安
全
推
進
委

貝
会
で
は
北
楠
山
警
察
署
、
町
、
今

金
牒
協
、
交
通
安
全
協
会
、
今
金
営

林
署
内
協
力
の
も
と
、
交
通
安
全
車

ろ
い
て
い
ま
し
た
.

つ
づ
い
て
、
。
い
の
ち
を
存
む
。

と
い
う
題
町
、
飲
酒
運
転
に
関
す
る

フ
ィ
ル
ム
を
凡
て
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

両
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

役
場
前
向
出
発
式
の
あ
と
、
十
八

台
の
車
両
が
程
川
小
ま
で
の
国
道
を

往
復
し
、
自
分
遠
の
町
か
ら
交
通
事

故
を
出
さ
な
い
よ
う
に

の

願

い

を
込
め
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

色あせた宜通安全旗が一新された今金橋

-
子
供
の
交
通
事
故
防
止

習
慣
に
な
る
ま
で

何
度
も
ル
ー
ル
を
教
え
る

寒
か
っ
た
冬
も
過
ぎ
、
屋
外
で
元
の
直
前
直
後
の
積
断
」
に
よ
る
も
の

気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
が
あ
ち
こ
で
す
。

ち
に
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
②
事
故
が
多
い
の
は
、
午
後
二
時
か

や
小
学
校
の
入
間

・
入
学
で
、
子
供
ら
六
時
ま
で
の
時
間
帯
で
す
。

た
ち
の
行
動
範
囲
も
グ
ン
と
広
が
り
③
自
宅
か
ら
事
故
発
生
地
ま
で
の
距

ま

す

。

離

を

み

る

と

、

ほ

と

ん

E
が
自
宅
か

こ
う
い

っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
、
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
発
生
し
て

子
供
の
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
い
ま
す
。

れ
ま
す
。
親
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
次

に
挙
げ
る
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

平
行
動
特
性
に
つ

い
て
正
し
〈
理
解

し、

子
供
者
悲
惨
な
交
通
事
故
か

b

守
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

①
子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
の
大
半

は
、
道
路
へ
の
「
飛
び
出
し
」
と
「
車

交
通
安
全
呼
び
か
け
る

新
一
年
生
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク

梅崎所長さんの講暗に熱心に耳をかたむける

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

四
月
六
日
、
今
金
小
と
経
川
小
前
で

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
に
‘
お
母

さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
次
々
に
登
校

す
る
新

一
年
生
に
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ

y
y
ュ
な
ど
を
配
り
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

/イ

子
供
の
行
動
特
性

①
一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
〈
と
、

ま
わ
り
の
も
の
が
自
に
入

b
な
く
な

る
も
の
で
す
。
ポ
ー
ル
が
道
路
へ
転

が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の
向
こ
う

側
に
い
る
お
母
さ
ん
を
見

つ
け
た
り

す
る
と
、
急
に
道
路
へ
飛
び
出
し
た

り
し
ま
す
。

⑦
級
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
手
を
挙
げ
さ
λ

す

れ
ば
車
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
込
み
、
車
の
停
止
を
雌
認

し
な
い
ま
ま
道
路
を
渡
り
出
し
ま
す
。

③
何
か
う
れ
し
い

こ
と
が
あ
る
と
、

う
き
う
き
し
て
落
ち
着
き
が
な
く
な

り
、
反
対
に
、
し
か
ら
れ
た
り
す
る

と
、
そ
の
ニ
と
で
頭
が
い

っ
ぱ
い
に

な
り
、
ま
わ
り
の
こ
と
を
考
え
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。• • 愛

の
鈴
贈
る

④

「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
気
を
つ

け
て
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
言

葉
だ
け
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
信
号
を
無
視
し
て
道
路
を
横
断
す

る
大
人
を
見
た
り
す
る
と
、
子
供
は

す
「
に

7
一亦
を
す
る
も
の
で
す
。

⑤
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル

ー

ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
別
の

道
路
で
そ
れ
を
応
用
し
て
守
る
こ
と

は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

〕2
 

〔

子
供
の
遊
び
場
所
の
近
く
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
運
転

こ
の
よ
う
に
、

子
供
は
心
身
と
も

に
未
熟
で
、
考
え
方
平
行
動
も
大
人

と
は
異
な

っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
子
供
の
特
性
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
保
護
者
、
特
に
お

母
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
子
供
に

交
通
安
全
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
聖
教

え
る
と
き
は
、
ふ
だ
ん
子
供
が
利
用

す
る
道
路
な

E
で
、
具
体
的
に
、
習

慣
に
な
る
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
教

え
る
よ
う
に
し
て
〈
だ
さ
い
¥

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
も
お

願
い
し
ま
す
。
子
供
が
い

つ
飛
び
出

し
て
〈
る
か
わ
か
ら
な
い

ニ
の

こ
と
を
十
分
総
践
し
、
裏
通
り
や
公

固
な

E
、
子
供
の
遊
び
場
所
の
近
〈

を
通
る
と
き
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
な

E
、
注
意
し
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
。

入
学
式
ま
で
に
各
校
へ
届
け
、
交
通

一

事
故
防
止
に
役
立
て
た
い
と
し
て
い

一

ま
す
。

ラ
ン
ド
七
ル
カ
バ
ー
治
相
。

一

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
、
新
一
年
生
を
激
増
す
る
交
通

一

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
ラ
ン
ド
セ
ル

一

カ
パ

l
(
通
学
傷
害
保
険
付
)
を
寄

一

則
し
て
、
父
母
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い

…

ま
す
。今

年
も
三
月
二
十
七
日
、
代
表
三

一

名
が
町
教
委
を
訪
れ
、
迫
藤
教
育
長

一

に
九
十
六
名
分
が
手
渡
き
れ
ま
し
た
。

一

商
工
会
婦
人
部

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
に

一
役
立
て
て
と
三
月
二
十
七
日
、
商
工

一
会
婦
人
部
代
表
三
名
が
町
教
委
を
訪

一
れ
、
遠
藤
教
育
長
に
交
通
安
全
愛
の

一
鈴
九
十
六
個
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
部
員
が
一
ヶ
月
が
か
り
で

一
つ
り
鐙
型
の
鈴
に
黄
色
毛
糸
の
カ
パ

一
ー
を
つ
け
、
そ
れ
に
ピ
ン
ク
の
リ
ポ

一
ン
を
結
び、

一つ

ひ
と
つ
て
い
ね
い

一
に
仕
上
げ
、
神
社
で
御
献
を
済
ま
せ

一
た
後
、
届
け
て
〈
れ
た
も
の
で
す
。

町
教
委
で
は
、
愛
の
定
期
便
に
感

一
謝
を
述
べ
、
四
月
六
日
か
ら
始
ま
る

役
場
職
員
も
街
頭
啓
発
グ

春
の
交
通
安
全
運
動
最
終
日
の

四
月
十
五
日
、
小
雨
ま
じ
り
の
悪
天

候
の
な
か
、
役
場
内
若
手
職
只
を
中

心
に
二
十
名
が
、
役
場
前
向
国
道
で

交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

交
通
安
全
街
頭
啓
発
中
の
横
断
幕

を
か
か
げ
、
北
格
山
普
察
署
内
協
力

の
も
と
、
一
台
一
台
、
車
を
止
め、

「
交
通
安
全
お
願
い
し
ま
す
日

の
、
か
け
声
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
、

テ
ッ
ン
ュ
な
ど
を
手
わ
た
し
、
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

〕3
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の
人
事
異
動

四
月

一
日
付
で
、
町
職
員
の
人
事

典
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
(
)
は
前
職
。

マ
総
務
課

総
務
係
長
(
企
画
調
八
重
樫
旨
雄

整
課
広
報
広
聴
係
長
)

財
政
係
主
査

(総

務

中

島

淳

子

係
主
査
兼
職
員
厚
生
係
兼
管
財
係
)

総
務
係
主
査
兼
職

只

宮

本

彰

厚
生
係
(
財
政
係
主
査
)

財
政
係
(
税
務
課
住
成
田

民
税
係
)

光
康

マ
企
画
闘
整
課

企
画
制
強
係
税
務

(調
査
係
長
)

広

報

広

聴

係

長

北

見

(
企
画
調
整
係
主
査
)

企

画

調

整

係

兼

住

民

小

林

洋
伸

巡
動
交
通
安
全
係

(
住
民
巡
動

交
通
安
全
係
兼
制
査
係
)

マ
税
務
課

資
産
税
係
長
兼
務
を

河

野

富

雄

解
く

(住
民
税
係
長
兼
資
産
税
係

長
)

商
)11 

外科医長

鈴木一広先生 (31)

新しい外科医長着任
地
元
中
心
の

先
生
は
、
小
学
校
二
年
生
ま
で
の

四
年
閥
、
大
成
町
に
住
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
る
方
で
、

「山
、
川
と
自
献

の
宝
庫
で
あ
る
が
、
娯
楽
施
設
が
、

や
や
速
い
の
が
残
念
だ
」
と
今
金

町
内
第
一

印
象
を
諮

っ
て
く
れ
ま
し

た

療

医

を

模
索
し
た
い

• • 

歓
迎
交
流
会
ひ
ら
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
里
親
、
留
学
生
、

父
母
が
自
己
紹
介
し
た
り
、
ひ
ざ
を

交
え
て
の
談
笑
の
ほ
か
、
ゲ
ム
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
留
学

生
、
父
母
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま

し
た
。

六
日
に
は
、
始
業
式
が
行
わ
れ
、

留
学
生
十
名
に
よ
る
、
た
の
し
い
学

校
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

山
村
留
学
生
町
受
け
入
れ
を
始
め

て
3
年
目
を
迎
え
た
英
利
河
小
で
は
、

始
業
式
の
前
目
的
四
月
五
目
、
学
校
、

里
親
留
学
推
進
協
議
会
主
催
の
歓
迎

交
流
会
が
、
つ
く
ろ
う
た
の
し
い
学

校
を
テ

7

に
、
父
母
、
留
学
生
を

交
え
て
英
利
河
小
体
育
館
に
お
い
て

〈敏綜~)

み立さん。よろし〈お願い Lます'

宮越さん一家自己紹介

山村留 学児童名

康
男

資
産
税
係
長
(
教
育
勝
山

英

敏

委
貝
会
管
理
課
学
校
教
育
係
主
査
)

マ
町
民
福
祉
課

国
民
係
長
兼
務
を
解

佐
々
木
哲
也

く
(
同
謀
謀
長
補
佐
兼
国
保
係
長
)

国
保
係
長
兼
一
悩
剖
係
森
川

元

(
福
祉
係
主
査
兼
国
保
係
)

福

祉

係

兼

国

保

係

山

田

哲

也

(新
採
用
)

マ
商
工
観
光
課

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

大

和

英

雄

支
配
人
兼
務

(同
撚
謀
長
)

商
工
観
光
係
長
兼
務
柏
原
博
夫

(同
謀
課
長
補
佐
)

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ

長

崎

伸
夫

診
療
に
あ
た
っ
て
は
「
午
後
診
療

も
開
設
し
、
町
外
へ
通
院
し
て
い
る

忠
者
さ
ん
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
努

力
し
た
い
。
で
き
れ
ば
近
隣
町
医
療

機
関
と
協
力
し
て
、
地
元
中
心
の
医

療
を
模
索
し
た
い
口
と
意
欲
的
に

抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

前
任
地
は
、
札
悦
医
科
大
学
総
合

病
院
で
、
専
門
は
、
消
化
器
外
科
と

そ
の
他

一
般
外
科
で
す
。

趣
味
は
、
ロ

y
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ

ィ
ン
、渓
流
釣
り
、

ス
キ

1
、
ゴ
ル
フ
、
山
登
り
と
多
彩

で
す
。

家
族
は
、
敦
子
夫
人
と
女
の
子
二

人
の
四
人
で
す
。

たくさんの想い出むねに.グ

ペガサスの翼

帰町報告会
flt 
司

管
理
係
長

(商
工
観
光
係
長
)

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ

柏

田

泰

明

管
理
係
主
査
(
商
工
観
光
係
主
査
)

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

中

里

英

明

管
理
係

(商
工
観
光
係
)

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
伊
藤
靖
徳

管
理
係
(
商
工
観
光
係
)

商
工
観
光
係

(農

林

杉

山

輝

希

課
林
務
係
兼
農
業
振
興
係
)

マ
建
設
課

挫
殻
係
長
兼
務
を
解
滝
本
隆
司

く

(同
課
主
幹
兼
建
設
係
長
兼
建

築
係
長
)

維
持
係
長
兼
務
を
解
池
田
常
教

く

(
管
理
係
長
兼
維
持
係
長
)

土
木
係
長
兼
都
市
計
高
島

好
治

困
係
長
(
都
市
計
画
係
長
栄
林
道

係
長
)

公
図
係
長

(建
設
係

太
田
越
宜
晴

主
査
兼
林
道
係
)

建
設
係
、
建
築
係
兼
中
島
邦
博

務
を
解
く

(都
市
計
画
係
主
査
兼

建
設
係
嫌
建
築
係
)

土
木
係
主
査

(建

設

津

山

泰
彦

係
主
査
離
脱
維
持
係
)

都
市
計
画
係
兼
務
を
安
達
雄
一

解
く

(
建
築
係
兼
都
市
計
画
係
)

土
木
係
(
建
設
係
)

由

浅

和

正

公

園

係

兼

管

理

係

鈴

木

正
之

(
新
採
用
)

包
理
係

(縦
持
係
)

管
理
係
(
維
持
係
)

木小
島泉

光健
男治

• • 
個
人
報
告
す
る
加
施
副
団
畏

第
二
回
の
ペ
ガ
サ
ス
の
翼
派
遣
事

業
を
終
え
、
そ
の
内
容
や
成
来
を
町

民
の
方
々
に
報
告
し
、
今
後
同
国
際

交
流
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
見
い
だ

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
報
告
会
が
三

月
三
十
日
、
午
後
七
時
か
ら
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
会
に
は
、

一
般
町
民
を
含
め

て
約
五
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

B
5
版
六
十

一ペ

ー
ジ
の
報
告
住
も

会
場
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

会
の
進
行
は
、
青
年
会
議
に
よ

っ

て
進
め
ら
れ
、
団
長
の
あ
い
さ
つ
に

始
ま
り
、
二
十
分
間
の
研
修
ビ
デ
オ

報
告
、

一
人
五
分
間
程
度
の
ホ
!
ム

ス
テ
ィ
、
英
会
話
に
つ
い
て
の
感
想

な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
説
明
と
続
き
、
会
場
か
ら
の
質
問
、

意
見
を
受
け
る
な
ど
盛
会
の
う
ち
に

報
告
会
が
お
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交

流
は
八
年
計
画
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、

管
理
係
(
維
持
係
)

管
理
係

(維
持
係
)

マ
水
道
課

謀
長
(
同
線
謀
長
補

佐
)

主
幹
(
総
務
課
総
務

係
長
)

マ
耕
地
開
発
課

主
幹
兼
管
理
係
長

(管
理
係
長
)

マ
農
林
際

林
務
係
主
査
班
農
業
尾
崎
克
之

振
興
係
(
耕
地
開
発
課
農
業
開
発

係
主
査
兼
管
理
係
)

マ
国
保
病
院

外

科

医

長

鈴

木

一

広

(新
採
用
)

准

者

簸

婦

田

谷

志

都

車

問

(新
採
用
)

マ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
主
幹
兼
村
上
規
雄

社
会
教
育
係
長
兼
文
化
財
保
被
係

長
(
同
蝶
社
会
教
育
係
長
兼
文
化

財
保
飽
係
長
)

管
理
課
学
校
教
育
係
松
村

康

弘

主
査
(
税
務
課
資
産
税
係
主
査
兼

住
民
税
係
)

総
合
体
育
館
体
育
振
田
中

崇

興
係
兼
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係

兼
社
会
教
育
係

(
新
採
用
)

マ
一
二
月
三
十
一
日
付
、
定
年
退
職

(
水
道
課
長
)

白

山

孝

1
 

4
 

〔

石安
川達

議広

市
原

正

木
島

武
雄

介す
内

正
夫

子
供
た
ち
の
派
遣
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
パ

l
ン
サ
イ
ド
高
校
、
校
長
か
ら
村
本

町
長
あ
て
に
、
昨
年
十
二
月
の
高
校

生
受
け
入
れ
に
た
い
す
る
お
礼
と
、

今
後
も
交
流
を
継
続
す
る
こ
と
を
望

む
メ

ッ
セ
ジ
も
届
い
て
い
ま
す
。



昨
今
の
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
普
及

に
と
も
な
い

、
平
成
元
年
度
に
町
内

に
居
住
す
る
ビ
デ
オ
愛
好
者
に
よ
り

組
織
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
ふ
か

め
、
ビ
デ
オ
撮
影
技
術
の
向
上
を
め

ざ
し
、
結
成
さ
れ
た
柏
山
管
内
で
は
、

た
だ

一
つ
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

今
年
は
、「
今
金
町
紹
介
ビ
デ
オ
」
、

寸
今
金
町
ふ
る
さ
と
自
慢
ビ
デ
オ
」

フレゼジトの

鯉窃よぐ

今金保育所

な
ど
の
作
成
に
も
参
加
し
、
町
内
ピ

1
ア
ー
ル
に
も
一
役
買
う
こ
と
に
な

り
、
一
層
的
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ビ
デ
オ
に
興
味
の
あ
る
方
向
加

入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
体

育
館
、
中
島
き
ん
ま
で
。

E
2

2

0

2

6
番

自
衛
隊
募
集
事
務
所
に
勤
め
る
山

村
周
こ
さ
ん
が
四
月
十
三
日
、
今
金

保
育
所
を
訪
れ
、
鯉
の
ぼ
り
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
喜
ぶ
姿
を
見
て
、

「あ

げ
る
場
所
も
な
く
、
物
置
に
お
い
て

い
た
の
で
、
鯉
の
ぼ
り
も
本
望
で
し

おおよろニびでこいのlまりを

あげる子供たちN
• • 

ょ
う
日

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
所
で
は
突
然
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
、
さ

っ
そ
く
鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
、

子
供
た
ち
が
、
山
村
さ
ん
に
、

大
き

な
声
で
寸
ど
う
も
あ
り
が
と
う
U

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

し
ん
け
ん
芯
ま
怠
ざ
し
/
何
を
見
て
る
の
(
幼
稚
園
)

ライオンズクラブのおじさんの

こんな場面もありました

(舎小入学式)

今金ビデオクラブのみなさん(総会より)

宅 地
分譲中

町
で
は
、
町
有
地
大
和
団
地
を
住

宅

・
住
宅
兼
庖
舗
の
敷
地
と
し
て
、

三
十
六
区
画
中
、
十
八
区
画
を
坪
当

た
り
約
二
万
七
千
同
で
分
譲
し
て
い

ま
す
'e

売
り
払
い
条
件
な
ど
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

コじ-一言
ロ

一
、
住
宅
・
住
宅
兼
庖
舗
の
敷
地
で

あ
る
こ
と
。

山村さんもうれL

そうでした。

お金や物を贈ることは、

政治家の寄附は禁止。

政治家が選挙区内の人に、• • 
子
供
に
人
気
の

こ
の
お
じ
さ
ん
は
だ
れ
か
怠
?

大和団地

二
、
購
入
後
五
年
以
内
に
建
物
を
建

設
す
る
こ
と
。

一二
、
購
入
後
、
住
宅
建
設
前
は
、
他

に
権
利
を
綾
渡
し
な
い
こ
と
。

(
相
続
は
除
外
す
る
J

四
、
土
地
代
金
は
契
約
時
に
十
%
、

残
額
に
つ
い
て
は
、
契
約
後
三
ヶ

月
以
内
に
全
額
納
入
す
る
こ
と
。

五
、
こ
の
条
件
に
違
反
の
と
き
は
、

売
り
払
い
価
額
で
町
が
買
い
戻
す

も
の
と
す
る
。

六
、
登
録
免
許
税
は
、
購
入
者
が
負

担
す
る
も
の
と
す
る
。

七
、
水
道
本
管
は
完
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、
引
き
込
み
工
事
は
各
自
負

担
と
す
る
。

そ
の
他
、
詳
細
は
、
総
務
課
管
財
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〕自〔

法律で禁止されています。

求めることも禁止されています。

有権者か寄附を

さき金町選挙管理委員会

違反すると罰せられます。

また、

おじさんの方を見ているのかな?(今金保育所入所式)

はい/と元気I~手をあげて(小百合保育薗入園式)



園
口幽
語
圏
圃
圏

あ
る
日
、
僕
は
、
母
さ
ん
に
気
づ

か
れ
な
い
よ
う
に
ソ

ソ
と
の
ぞ
い

て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
片
手
で
自
分
の
肩
を
「
と

ん
と
ん
」
と
た
た
き
、
も
う
片
方
の

手
は
、
せ
っ
せ
と
は
し
を
動
か
し
な

が
ら
料
理
を
作
っ
て
い
る
姿
が
見
え

手
伝
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
、
母
さ

ん
の
そ
ば
へ
行
く
と
、
母
さ
ん
は
、

「
も
う
ち
ょ
っ
と
で
で
き
る
か
ら
、

待
っ
て
い
な
さ
い
U

と
言
い
ま
し

僕
は
言
い
か
け
よ
う
と
し
た
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
う
最

高
学
年
に
な
る
し
、
い
つ
も

「
や
だ
U

と
い
っ
て
や
っ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
だ
か
ら
今
年
は
、
た
く
さ
ん
手

伝
い
を
し
て
母
や
父
に
楽
を
さ
せ
て

あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

好
き
な
科
目
は
、
社
会
と
国
語
で

す
。
社
会
は
六
年
生
に
な

っ
た
の
で

歴
史
が
入

っ
て
き
て
昔
の
こ
と
が
わ

か
る
な
ん
て
お
も
し
ろ
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
と
今
年
こ
そ
生
活
の
リ
ズ
ム

を
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

毎
年
「
つ
く
ろ
う
、
つ
く
ろ
う
日

と
思
っ
て
も
い
つ
も
だ
ら
け
て
し
ま

今
春
、
地
元
町
高
校
を
卒
業
し

d

す
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
勤
め

L

し
た
。
以
前
か
ら
老
人
福
祉
に
関
、

が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
道
ム

選
び
ま
し
た
。

「
今
は
、
先
輩
方
に
つ
い
て
行
'

の
が
精
一
杯
で
す
が
、
い
つ
か
先
一

や
老
人
の
方
に
頼
ら
れ
る
ホ

l
ム

ル
パ
に
な
り
た
い
の
で
頑
張
り

仇

す

。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

'
H

h
t
E邑
・
・
・
聞
・
・
た
し
ま
す
U

3
h
1
1
A
F

宮
崎
き
ん
は
、
団
代
で
牒
業
を
リ

』

.

.
 
鋼
、

例

t

e

む
稔
さ
ん
の
次
女
で
す
。

F

a
園
開
問

司

ー

-

‘

趣
味
は
、
料
理
と
読
書
で
健
康

J
H
4
a
a
-
E・
E・
-
司
で
明
る
く
、
高
校
生
時
代
は
野
球

7

S

4

a
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
し
て
い
た
と

疲
れ
て
い
て
も
笑
顔

豊
田
小
六
年

大
平

尚
樹
〈人

僕
の
母
さ
ん
は
、
加
工
場
へ
働
き

に
行
く
と
き
も
あ
り
ま
す
。
朝
は
、

僕
た
ち
が
起
き
る
前
に
、
掃
除
や
洗

た
く
を
す
ま
せ
、
食
事
の
し
た
く
を

し
て
い
ま
す
。

六
年
生
に
な
っ
て

八
東
小
六
年

楠
原
さ
や
か
ぷ

私
は
、
六
年
生
に
な

っ
て
、

一
番

が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
算
数
と
社

会
で
す
。
算
数
は
、

一
年
生
の
時
か

ら
、
ず
つ
と
に
が
て
で
し
た
。

だ
か
ら
、
も
う
六
年
生
に
な
っ
た

六
年
生
に
な
っ
て

八
東
小
六
年

田
畑
奈
津
美
ぷ

山田 山 甲山u ⑤ とり五

に先 if f-z苦
にホ頼 輩 i丞喜子時?
な lらや jZたま EE
り ムれ 老 1伝 。堅手な生
た へ る 人 ji; 雪tZ
bミ yレ σ) Iが がたつ

パ方 { んんこた
ノJ I 1;:' 1% との

ろ ろをで
2 う うや

宮
崎

恵
美

βω

田
代

ん
だ
し
、
算
数
を
、
と
く
い
な
科
目

に
し
た
い
な
あ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

あ
と
、
社
会
は
、
あ
ま
り
好
き
で

は
な
い
し
、
今
年
は
、
歴
史
的
勉
強

が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
だ
、
ど
う
ゅ

う
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
け

つ
こ
う
、
む
ず
か
し
そ
う
な
の
で
、

が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
家
庭
学
習
は
、
五
年
生

の
時
、
忘
れ
て
は
か
り
だ
っ
た
の
で
、

毎
日
忘
れ
ず
に
、
持
っ
て
き
た
い
で

す
。家

で
は
、
手
伝
い
を
た
く
さ
ん
や

り
た
い
で
す
。

' . • 
を
や
め
て
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し

ま
し
た
。

今
日
も
、
七
時
半
に
家
を
出
ま
し

た
。
「
母
さ
ん
、
体
、
大
じ
よ
う
よ

か
な
あ
己

と
、
授
業
中
ふ
と
心
配
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

僕
は
、
ま
だ

一
度
も
工
場
で
働
い

て
い
る
母
さ
ん
の
姿
を
み
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
僕
の
予
想
で
は
、
何

で
も

一
生
け
ん
命
に
や
る
母
さ
ん
だ

か
ら
、
き

っ
と
、
ひ
た
い
か
ら
汗
を

流
し
て
、

「つ

か
れ
た
な
あ」

と
言

い
な
が
ら
で
も
、
手
を
休
め
な
い
で

一
生
け
ん
命
に
や
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

最
近
、
雪
が
降
り
自
転
車
に
の
れ

な
い
の
で
、
ソ
ロ
パ
ン
じ
ゆ
く
の
あ

今
年
は
、
八
人
の
一
年
生
が
入
学

し
て
来
た
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

だ
り
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
ら
、

教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

代
表
委
員
会
で
は
、
た
く
さ
ん
、

意
見
を
述
べ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

家
で
の
学
習
で
は
、
家
庭
学
習
を

ノ
l
ト
一

ペ
ー
ジ

1
一
一ペ
ー
ジ
く
ら

い
ま
で
や
り
今
日
な
ら
っ
た
こ
と
や

五
年
の
ま
と
め
な
ど
を
や
り
頭
の
中

で
お
ぼ
え
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

六
年
生
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
し
て
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

う
の
で
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
し
い
一
年
生
が
入
っ

た
の
で
み
ん
な
で
仲
よ
く
遊
ぼ
う
と

思
い
ま
し
た
。

あ
と
、
児
童
会
の
仕
事
で
も
、
意

見
を
の
べ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

こ
の
八
東
小
学
校
を
よ
り
よ
く
楽
し

く
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、

今
年
で
、
八
束
小
学
校
最

後
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
、
自
分
の

事
は
、
自
分
で
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
に
が
て
な
科
目
を
、
と

く
い
な
科
目
に
し
て
、
と
く
い
な
科

目
は
、
も
っ
と
、
が
ん
ば
り
た
い
で

す。

「
み
ん
な
の
広
場
」

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

る
と
き
は
、
仕
事
を
早
く
や
め
て
き

て
、
車
で
送

っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

時
的
母
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
内
心
ほ

っ
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
つ
も
お
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
母

さ
ん
だ
け
ど
、
僕
を
ほ
め
る
と
き
も

あ
る
し
、
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
と
き

も
あ
る
優
し
い
母
き
ん
で
す
。

時
々
、
母
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
僕
は
母
さ
ん
の
ほ
う
を
ち

ら
つ
と
見
ま
す
。
そ
の
と
き
の
母
さ

ん
の
顔
は
、
と
て
も
は
ず
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。

(
き
っ
と
、
僕
が
手
伝
っ
て
い
る
か

ら
う
れ
し
い
ん
だ
な
J

と
思
い
ま

し
た
。
僕
も
、
な
ぜ
か
母
さ
ん
の
笑

顔
に
つ
ら
れ
て
、
仕
事
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。

い
つ
も
だ
っ
た
ら
、
仕
事
を
す
る

と
き
に
な
る
と
、
き
ま
っ
て
め
ん
ど

う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、

心
の
中
で
は
、
い
や
い
や
な

ん
だ
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
や
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
母
さ
ん
は
、
ま
た
、

に
こ
に
こ
し
は
じ
め
ま
す
。
僕
は

そ
の
笑
顔
に
、
ま
た
も
つ
ら
れ
て
、

• • 
仕
事
が
は
ず
む
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ど
ん
な
に
い
や
な
気
持
ち
で
も
、

母
さ
ん
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
る
か
ら
、

(
母
さ
ん
に
は
、
何
か
不
異
議
な
力

が
あ
る
ん
だ
な
あ
)。

と
、
い
つ
も

思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
は
、
不
思
議
な
カ
で

も
な
い
し
超
能
力
で
も
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

上
手
に
は
、
言
え
な
い
け
れ
ど
、

母
さ
ん
の
働
い
て
い
る
姿
が
僕
の
心

に
伝
わ
り
、
や
わ
ら
げ
る
働
き
を
し

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

肩
が
こ
っ
て
、
こ
し
も
痛
く
て
、

サ
ロ
ン
パ
ス
を
い
っ
ぱ
い
は
り
つ
け

て
い
る
母
さ
ん
が
、
い
つ
も
僕
た
ち

に
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
・
そ
ん

な
と
こ
ろ
が
、
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
何
ご
と
も
な
く
、

健
康
で
元
気
な
母
さ
ん
で
い
て
ほ
し

い
で
す
。

1
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a
e
o
e
o同

wop同

wemwe@Oむ
的
。

鎚

こ
の
作
品
は
、
道
主
催
で
、

「働

邸

鵠

く
お
母
さ
ん
を
み
て
」
と
い
う
テ
l
邸

ぬ

?
に
、
児
童
の
都
に
応
募
し
、
百
八

鎚

ぬ

十
八
占
の
な
か
か
ら
、
上
位
八
占
有
に

鎚

邸

入
賞
し
た
作
品
で
す
ロ

@

髄

大
平
く
ん
は
、
現
在
、

24中
町

四国

随

一
年
生
で
、

「小
学
校
時
代
の
よ
い

邸

ぬ

思
い
で
に
な
り
ま
す
日
と
諮
っ
て

鎚

⑤

く
れ
ま
し
た
。

A
制

錦

g
s
a
g
s
a
g
o
a儲

γ、炉、〆}山、川、凶、川町 へr、川、川町、却炉、，、..-~..-......'，~戸、

; 俳句 ;

; 春宮紺え朝雪音E追R長2活.'
1 の碧E鶴与も分!;寿日気
J 水争ののなの眉志づ ) 
) 信b空Z哨" < 小ー看ム<
} 楽z雲iれ風主節f取と浜= J 
? の放2てもこるの ) 
? 盗3ち狩1Iなろ饗E人y
J 貝ニ山Z場ぽ 〈 げ在a 出で } 
? ム笑古のしてりや j 
l てふ山Zて山2水宇春t
j 来ε 笑E樹H笑tij晶2 鴎~
J る ふ氷1ムむ ) 
1 散勾 j 
j る j

j 蓑大佐佐戸芳右 ; 
f 島 谷藤接 選賀 井 j 
j あ智 J 

; 長 秀朝慶き恵 ; 
愛暗 峯 子秋え子 j 

1___._，，_，____、( 申j別俳句会 J 

廷後今戸イドj
とも あき

惨南 谷友 朗〈ん
(平成 2年 3月12日生まれ)

大和町 南善美芳弘、浩子なの 2男
[親から]
わが家内第 4子、ともあきくん

頭のまん前にチャームポイントのピ y

グなうずまき/維が、この子を見て も

必ず気がつくす寸れも町、うずまきに
負けないように元気にたくましく育っ
てほしいです。

みかこ

4松村美佳子ちゃん
(平成 2年10月7日生まれ)

南 町 紐村唐弘弘、 草子主的a
I親から】

外遊びと踊りが大好きな

わが家のヤンチャ姫です〆

のびのびと素直に育ってほしいと

願っています。

1
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項 目 対象者 実施日 時 問 対象地区 実施会場 備 考

11日開)
老人福祉

① 般 相 談 全 住 民 1日日伺) 10: 00-15 : 00 全地区 保健指導、健康相談
セノター

25日開)

受付時間 町 民 尿検査、血液検査
② 妊 婦 相 経 妊 婦の 方 12日ω " 12: 45-13 : 15 センタ 助産婦指導、歯科指導

生後 受付時間 保健指導、健康相談、
③ 乳 児 相 談 14日関 H " 

6、 9ヶ月児 9 : 30-10 : 00 身体計測

生後 l歳 受付時間 尿検査、医師診察
④ l歳 Bヶ月児健診 14日間 " " 7、 Bヶ月児 12: 30-13 : 00 歯科指導、保健指導

受付時間
⑤ 無医地区巡回診療 全 住 民 21日同 " " 診療科目、眼科

14 : 30-15 : 00 

生 後 2ヶ月と 今 金
⑥ 股 脱 健 診 25日伺) 13: 00-14 : 00 " 股関節X線撮影

25日以上の幼児 保健所

受付時間 町 民
⑦ 育 児 講 座 生 後 3ヶ月児 28日同 " 保健指導、健康相談

9 : 30-10 : 00 センター

生 後 2ヶ月と 受付時間 身体計測、医師診察、歯科
③ 手L 児 健 診 28日開 " " 25日以上の幼児 12: 30-13 : 00 指導、栄聾指導、健康指導

マお
知
ら
世
f

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎日が火の元警報発令中

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

的
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
.

ロu
az
ロ

一
、
と

五
月
二
十
七
日
(
水
)

午
前
十
時
i
午
後
三
時
ま
で

二
、
と

こ

ろ

役

場
町
民
相
談
室

三
、
相
談
貝
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
只
一
名

{
町
民
福
祉
課
年
金
係
}

き

豆
月
一
日

i
三
十
一
日
は

林
野
火
災
予
防
強
調
期
間

林
野
火
災
は
、
五
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山

さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捻

第43回北海道植樹祭テーマ「ささえあう手と手で萌える桧山の緑」

(町民福祉課衛生係 国保係)

検診を受けて明るい健康づくり

5月みんな

.ある日のあなた'写真をさしあげます

て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。特

に
、
五
月
十
日
は
町
の
山
火
記

念
日
(
日
進
大
火
向
日
)
で
す
。
無

煙
目
と
し
て
火
入
れ
は
一
切
一
黙
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、
焼
畑
、
地
ご
し
ら
え
等
で

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場
内
許

可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で
申
諮

闘
い
ま
す
。
〈
農
林
謀
林
務
係
}

准
看
護
婦
出

看
護
婦
回、

看
護
助
手
の

募
集
に
つ
い
て

B ̂.1rl一一 二 J!Jで・危いグ i 手肴 町.- :< ft 皇可募 を波立

用排水の遊ひに気をつけて ?重態安記ZE寝
o 員し、病
2 固 ま准院
2 保若す宕で
l 病 干 。髄は
番院名 婦

庶 (r)次
務 パ 、の

係 l 右要
ト 雛領

農業用の用排水が5月カ、ら

使用カ、いしになりますので、

;… 故 叫 ょ う+介
気をつけましょう 。

今金土地改良区

今()()(y'
• • 

五
月
十
日

i
十
六
日
は

春
の
行
政
相
談
週
間

親
切
、
て
い
ね
い
、
分
か
り
ゃ
す

く
、
使
利
で
迅
速
な
「
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意

見
要
望
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

役
所
や
公
団
が
行
っ
て
い
る
仕
事

の
こ
と
で
、
困

っ
て
い
る
、
納
得
い

か
な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

記

。
相
談
内
答
道
路
、
交
通
安
全
、

登
記
、
郵
便
、
年
金
、
役
所
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

。
行
政
相
級
貝
生
ぬ
き
よ
え
ぷ

時
町

宮
2
1
0
7
6
0
番

ー
相
談
は
無
料
、
秘
窓
で
す
。

寸
行
政
苦
情
1
1
0
番
」
は
、
函
館

(
0
1
3
8
)
幻

1
1
0
0
番

〈
函
館
行
政
監
察
分
室〉

警
察
官
採
用
の

募
集
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
で
は
次
の
要
領
で
警

察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

。
受
験
資
格

A

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
短

大
を
除
く
)
を
卒
業
ま
た
は
平
成

五
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

社会福祉協議会だより 4. 4. 10 

※光の皇学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)
〈札幌市〉 〈今金 町〉

牛乳石鹸(同札幌営業所 今 金 民 謡 研 友 会

〈函館市〉 阿 部 幸 {乍

竹 次 俊 朗 阿知波 R国 悟

浜 西 信 義 鈴 木 '時也ヨ、

〈福 島 町〉 富 田 守 閤

石 津 兼 富 田 廃

〈森 町〉 今金 町職親会

金 丸 豊 大 倉 啓太郎

〈八雲 町〉 中 里 老 人 ク ラ プ

近 醸 博 徳 琴 鈴 会

〈江 差町〉 神丘 老 人 ク ラ ブ

石 黒 手口 子 今金町婦人団体辿絡協議会

あ す tJ ろ 学 園 カナリヤ 会道南支 部

く厚沢部町〉 函館地区民稲会内け大会

高 野 キサ子 佐 々 木 ホ 産

〈北槍山町〉

尾 崎 満智子

楢山北高校家庭クラブ

野
義
を
食
べ

τ

拶
虚
偽
奮
防
ぐ

が
ん
に
か
か
り
ゃ
す
い
要
因
は
さ
ら
に
、
緑
賞
色
野
菜
に
含
ま
れ

い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
タ
パ
コ
る
ビ
タ
ミ
ン

C
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ル

と
な
ら
ん
で
大
き
な
役
割
を
呆
し
シ
ウ
ム
、
鉄
分
も
そ
れ
ぞ
れ
が
が
ん

て
い
る
の
が
食
生
活
。
が
ん
の
危
険
予
防
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

因
子
の
中
で
食
物
の
占
め
る
割
合
は
す
。

六
十
%
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
食
生
活
に
気
を
つ
け
、

が
ん
が
減
る
の
を
助
け
る
よ
う
な
食

生
活
を
す
れ
ば
か
な
り
の
が
ん
が
防

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
緑

賞
色
野
菜
。
に
ん
じ
ん
、
に
ら
、
小

松
菜
な
ど
カ
ロ
チ
ン
を
多
く
含
む
野

菜
の
こ
と
で
す
。

線
設
色
野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
ロ
チ

ン
は
人
体
に
入
る
と
ビ
タ
ミ
ン
A
に

変
化
し
粘
膜
や
皮
膚
を
健
康
状
態
に

保
ち
、
が
ん
細
胞
の
発
生
を
抑
え
、

体
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
を
安
定
さ

せ
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
働
き
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
で
昭
和
三
十
九
年
十
月
二
目
か

ら
同
四
十
六
年
四
月
一
固
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
。

目

前

記

A
以
外
の
人
で
、
昭
和
三

十
九
年
十
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十

九
年
十
月
一
固
ま
で
に
生
ま
れ
た

弟
子
。

0
受
付
期
間

平
成
四
年
四
月
二
十
日
か
ら
同
五

月
十
三
日
ま
で

。
一
次
試
験

平
成
四
年
五
月
三
十

一
日
(
日
)

群
細
は
、
今
金
警
察
官
派
出
所
ま

た
は
北
怜
山
警
察
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

《北
楠
山
警
察
署
〉

• • 
春
の
衛
生
指
導
日
に
つ
い
て

五
月
三
十
日
(
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
)

は
、
春
の
衛
生
指
導
日
で
す
。
こ
の

日
は
、
術
生
委
貝
町
方
々
が
皆
さ
ん

の
家
庭
を
訪
問
し
、
指
導
に
あ
た
ら

1
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火の元瞥報発令中毎日が

-電話のご相訟もお受けします

宮011-709-1881(直通)

網餓日 開・11ら金置午前9簡単-129号
午後T騎-4筒40剛〈観篠田手伊.)

。碍門町相談筒ガ親Eきにはってご花訟に応じ~~

弁・士嶋崎回 毎週木曜日午後1碕-41号

、日本損害保険協会

自動車保険請求相談センター
佐七条西5-5-3札健子代箇ピル5崎 ILIl調査.盤面降内 包1111-109-1231

回
開出
直

れ
ま
す
の
で
、
家
庭
を
、
家
の
ま
わ

り
を
、
そ
し
て
今
金
町
を
清
潔
で
明

る
い
住
み
よ
い
町
に
す
る
よ
う
自
ら

進
ん
で
実
施
し
、
明
る
い
環
境
の
中

で
生
活
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

《
町
民
稲
祉
謀
衛
生
係
}

第43回北海道植樹祭テーマ「ささえあう手と手で萌える桧山の緑」

ま
た
、
食
物
繊
維
は
体
内
の
余
分

な
脂
肪
分
や
有
害
物
質
を
取
り
去

っ

て
く
れ
ま
す
。

緑
賞
色
野
菜
の
食
べ
方
は
量
よ
り

回
数
が
大
事
で
す
。

少
な
く
と
も

一
日
一
回
は
食
べ
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
物
を
毎
日
変
え
て
食
べ
る
こ
と
で

す。
ま
た
、
食
生
活
自
体
バ
ラ
ン
ス
よ

く
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

様
々
な
種
類
町
野
菜
を
し
っ
か
り

食
べ
る
と
共
に
禁
煙
、
節
煙
、
節
酒

な
ど
ほ
か
の
生
活
面
で
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

{
町
民
福
祉
瓢
保
健
指
導
係
V
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3，932人

2，464世帯

人

男

女

世帯数

口

-4ヨ
町

町

町

田

昇

山

山

内

玉

の

+

泉

緑

日

本

八

寒

女

男

女

男

女

2

3

2

長

長

な

さ

ん

九

九

さ

ん

春

雄

夫

樹

男

一

良

倫

英

一

‘「，

門

口

口
μ

門

口

門

口

門
口

:

6

1

3

5

5

 

t

1

2

2

2

2

 

で

月

月

月

月

月

め

3

3

3

3

3

お‘つ

%丸白、A

よ
塵来
き
よ
且
貴
且
み
摘
と
人
泊
佳

じ
A

未
刷U-勇勇
h

莱
刷悠
A

弥

ん

樫

た

部

回

場

回

重

お

服

柴

大

吉

八

図

新
校
舎
に

す
し
の
出
前

花
石
小
学
校

四
月
十
八
日
、
函
館
市
内
で
す
し

庖
を
営
む
安
達
燕
さ
ん
聞
が
、
母
校

の
花
石
小
学
校
(
児
童
数
八
名
)
に

す
し
の
出
前
を
し
て
子
供
た
ち
に
、

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

す
し
の
出
前
は
、
今
年
で
十
七
回

目
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
も
心

待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
、
安
達
さ

ん
も
、
新
し
い
校
舎
で
、
し
っ
か
り

と
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
と
、
後
輩
を

{

呂

輯

柚

原

稲

金
前
下

ん

ん

恵

子

智
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井

物
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土
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八幡町

トマンケン

大和町

昭和町

52歳

57歳

86歳

66歳

自画おくやみもうしあげます

三嶋 弘誠さん 3月28日

佐々木利弘 3月29日

相馬テツヱ九 4月

石橋光子三 4月17日

4日

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
O
T
T
T
番

f
t
L
 

げ
き
れ
い
し
て
い
ま
し
た

〕2
 

1
 

〔

林
野
庁
担
当
区
事

務
所
を
「
森
林
事

務
所
」
に
改
組

林
野
庁
の
下
部
組
織
で
あ
る
担
当

区
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
事

業
の
経
営
改
善
計
画
に
も
と
づ
き
、

イ
メ
ー
ジ
の
一
新
を
図
り
つ
つ
、
新

た
な
組
織
に
改
組
し
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
担
当
区
事
務
所
を

「
森
林
事
務
所
」
に
、
担
当
区
主
任

を
寸
森
林
官
」
と
変
更
い
た
し
ま
し

た。

編
一集
一後
-記

四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

五
月
号
か
ら
広
報
い
ま
か
ね
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
北
見
伸
夫

で
す
。広

報
を
担
当
し
て
、
い
ち
ば
ん
初

め
に
感
ず
る
こ
と
は
記
事
集
め
の
む

ず
か
し
さ
で
す
。
ふ
だ
ん
は
何
で
も

な
い
こ
と
が
‘
時
に
は
大
き
な
意
味

を
持
つ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙

づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
〈
お
ね
が
い
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


